
国
主
面
積
の
〇

・
六
％
を
占
め

る
に
す
ぎ
な
い
沖
縄
県
に
、
在
日

米
軍
専
用
施
設
の
七
五
％
が
集
中

し
て
い
る
。
特
に
沖
紀
本
鳥
は
面

積
の
二
〇
％
が
米
軍
基
地
。
七
二

年
の
復
帰
以
後
、
離
地
市
積
の

一

五
％
が
返
還
さ
れ
た
が
、
こ
の
間

に
航
空
機
事
故
百
十
五
件

（う
ち

墜
落
二
十
四
件
）
、
演
糾
に
よ
る

山
林
火
災
百
二
十
九
件
が
発
生
す

る
な
ど
、
住
民
が
受
け
る
重
庄
は

復
帰
後
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。
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乗
鞭
鶴
紙
縫
わ
った
「議
鶴
鞭
議
」

七
二
年
二
月
二
十
七
日
、
衆
院
予

算
委
員
会
で
社
会
党
代
議
士
の
校
路

幸
弘
含
じ
は
、
沖
縄
返
還
協
定
を
め

ぐ
る
交
渉
で
Ｈ
米
間
に
密
約
が
あ

っ

た
と
政
府
を
追
及
し
た
。

本
来
、
米
国
が
支
払
う
べ
き
軍
用

地
の
復
元
補
償
費
四
百
万
ド
を
日
本

政
府
が
ひ
そ
か
に
肩
代
わ
り
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
枝
路

は
交
渉
経
迪
を
示
す
外
務
省
の
極
秘

電
文
の
コ
ピ
ー
を
手
に
し
て
い
た
。

「先
生
に
そ
の
文
書
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
て
、
調
べ
ま
し
て
あ
し

た
お
答
え
い
た
し
ま
す
」
と
同
省
幹

部
。
電
文
の
決
裁
棚
に
は
官
房
丘
ま

で
の
サ
イ
ン
は
あ

っ
た
が
、
次
の
需

議
官
の
欄
か
ら
は
空
白
だ

っ
た
。
審

議
官
に
渡
る
前
の
段
階
で
外
部
に
出

た
こ
と
は

一
目
で
わ
か

っ
た
。

四
月
四
日
、
朝
日
は
朝
刊
の

一
面

ト
ッ
プ
で

「電
報
持
ち
出
し
は
外
務

省
の
女
秘
書
」
の
特
だ
ね
を
報
じ

た
。

「
コ
ピ
ー
は
報
道
関
係
者
に
わ

た
り
、
そ
の
後
、
何
ら
か
の
ル
ー
ト

で
模
路
議
員
の
手
に
入

っ
た
も
よ

う
」そ
の
朝
、
審
議
音
付
き
の
女
性
車

務
官
が
警
視
庁
に
出
頭
。
午
後
に
は

毎
日
新
聞
政
治
部
記
者
が
出
頭
し

集
局
長
見
解
を
掲
載
。
外
務
省
は
事

務
官
を
懲
戒
免
職
に
し
た
。
取
材

・

報
道
の
自
由
へ
の
介
入
で
あ
り
、
国

民
の
知
る
権
利
の
侵
害
だ
、
秘
密
外

交
は
計
さ
れ
な
い
と
各
紙
は
迎
日
、

政
府
批
判
を
繰
り
広
げ
た
。

毎
日
記
者
が
極
秘
電
文
の
コ
ピ
ー

を
入
手
し
た
の
は
前
年
六
月
初
め
だ

た
Ｄ
反
響
は
な
か

っ
た
。

国
民
に
知
ら
せ
る
べ
き
車
大
な
問

題
だ
が
、
直
接
書
く
の
は
難
し
い
。

こ
の
た
め
国
会
で
疑
惑
を
解
明
し
て

も
ら
お
う
と
記
者
は
考
え
た
―
―
コ

ピ
ー
が
国
会
に
出
た
理
由
に
つ
い
て

毎
日
は
記
者
逮
捕
後
、
紙
上
で
そ
う

説
明
し
た
。

月
執
行
加
予

一
年
、
確
定
）
、
記
者

無
罪
。
取
材
日
的
は
正
当
で
あ
り
、

違
法
行
為
と
は
い
え
な
い
と
し
た
。

新
聞
各
紙
は

「
取
材
の
自
向
を
“
机

し
た
判
決
」
と
評
価
し
た
。

し
か
し
、
世
論
は
女
性
が
有
罪
な

の
に
な
ぜ
、
と
感
情
的
に
反
発
し

た
。
そ
の
影
響
か
ら
か
、
約
四
百
九

十
万
あ

っ
た
毎
日
の
朝
刊
部
数
は
、

そ
の
年
の
後
半
に
は
四
百
五
十
万
に

急
減
し
た

（
日
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
協
会
）
。

最
高
裁
ま
で
争
わ
れ
た
裁
判
は
結

局
、

一
年
判
決
後
に
退
社
し
た
元
記

者
の
有
罪
確
定

（懲
役
四
月
執
行
猫

予

一
年
）
で
終
わ
る
。
正
当
な
取
材

活
動
を
逸
脱
し
て
い
る
と
い
う
刑
断

だ

っ
た
。

裁
判
で
も
外
務
省
は

「記
憶
に
な

い
」
な
ど
の
あ
い
ま
い
な
証
高
を
線

り
返
し
、
密
約
の
存
在
を
布
定
し

た
。
返
遺
交
渉
当
時
、
北
米

一
課
長

だ

っ
た
千
葉

一
夫
合

し
は

「述
中
で

は
肩
代
わ
り
の
話
が
あ

っ
た
が
、
最

後
は
米
国
が
支
払
う
こ
と
で
ま
と
ま

っ
た
」
と
語
る
。
ま
と
ま
る
過
程
は

今
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

た
。
事
務
官
は
秘
密
を
も
ら
し
た
と

し
て
、
記
者
は
そ
れ
を
そ
そ
の
か
し

た
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
国
家
公
務
員

法
連
反
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
国
会

や
マ
ス
コ
ミ
は
断
然
と
な

っ
た
。

翌
五
日
、
毎
日
は

「言
論
の
白
山

に
対
す
る
挑
戦
と
解
す
る
」
と
の
柵

外
務
省
機
密
漏
え
い
事
件

っ
た
。
政
治
部
長
上
国
健

一
↑
０
は

「
国
民
に
買
実
を
知
ら
せ
る
の
が
報

道
の
義
務
だ
」
と
考
え
、，
積
極
的
に

記
事
に
す
る
よ
う
勧
め
た
。
し
か
し

記
者
は

「
ニ
ュ
ー
ス
ツ
ー
ス
が
わ
か

っ
て
し
ま
う
」
と
解
説
記
事
で
開
按

的
に
疑
惑
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め

と
あ

っ
た
。
こ
の
日
、
毎
日
の
副
社

長
は
労
組
幹
部
に

「
初
め
か
ら
新
聞

で
大
々
的
に
や
れ
ば
よ
か

っ
た
」
と

語

っ
て
い
る
。

起
訴
状
で
流
れ
が
変
わ

っ
た
。
各

紙
か
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
消
え
た
。

密
約
を
さ
ら
に
裏
付
け
る
続
報
は
出

な
か

っ
た
。
政
府
の
密
約
疑
惑
は
二

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
に
が
ら
り

と
す
り
誉
わ

っ
た
。

一
審
判
決

（七
四
年

一
月
二
十

一

日
）
は
元
事
務
官
に
有
罪

（懲
役
六

13

四
月
十
五
日
、

二
人
は
起
訴
さ
れ

た
。
起
訴
状
に
は

記
者
が

「情
を
通

じ
て
書
類
の
持
ち

出
し
を
迪

っ
た
」

◆
毎
週
土
曜
日
に
掲
載
し
ま
す
。
次
回
は


